
清水わき 心ふれあう 嘉島町

出番です！
嘉島中体育館で 10 月 22 日深夜まで続いた
衆院選の開票作業（写真左）。さあ当選した新
代議士の皆さんの出番です。10 月恒例「六嘉
の獅子舞」は台風 21号の北上で会場を下六嘉
コミュニティセンターに移して行われた。写
真上の「獅子起（おこし）」で目が覚めれば、い
よいよ出番だ。
写真下右は嘉島幼稚園の運動会から出番が待
ち遠しい園児たち。写真下左は鯰三社宮の例
大祭奉納子ども相撲からのワンショット。出
番が少々早過ぎる（？）泣き相撲。
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嘉
島
町
「
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
起
工
式
が
10

月
12
日
、
嘉
島
東
小
の
建
設
予
定

地
で
行
わ
れ
、
地
元
や
町
議
会
か

ら
関
係
者
32
人
が
列
席
し
ま
し
た
。

　

神
事
に
続
き
、
荒
木
町
長
が

「
今
後
、
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ

る
東
小
校
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る

施
設
に
装
い
も
新
た
に
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
、
工
事

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
の
熊
本
地

嘉
島
町
の

地
価
上
昇

町「産業活性化センター（仮称）」の起工式で玉ぐしを
ささげる荒木町長

震
で
半
壊
、
建
て
替
え
が
不
可
避

と
な
っ
た
東
小
放
課
後
施
設
を
核

と
し
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
世
代
を
超
え
た
交
流
を
図
っ

て
も
ら
う
一
方
、
災
害
時
の
避
難

所
、
防
災
用
具
な
ど
の
備
蓄
倉
庫

の
機
能
も
持
た
せ
る
方
針
で
す
。

　

東
小
体
育
館
の
南
隣
に
新
築
さ

れ
る
同
セ
ン
タ
ー
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
、
延
べ
床
面
積
約
５

０
０
平
方
㍍
。
来
年
３
月
ま
で
に

完
成
す
る
見
込
み
で
、
総
事
業
費

は
１
億
８
３
０
６
万
円
で
す
。

地
域
住
民　

憩
い
の
場
へ

東
小
放
課
後
施
設
を
核
に

嘉島町「活性化センター」着工

　

熊
本
地
震
に
伴
う
仮
設
住
宅
に

関
す
る
政
令
改
正
が
10
月
、
閣
議

決
定
さ
れ
、
嘉
島
町
で
も
入
居
期

間
が
１
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
対
象
と
な
る

の
は
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
で

住
ま
い
の
再
建
が
困
難
な
被
災
者

で
す
。

　

仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
は
原
則

２
年
で
す
。
県
に
よ
り
ま
す
と
、

来
年
４
月
か
ら
順
次
、
２
年
の
入

居
期
限
を
迎
え
ま
す
が
、
政
令
改

正
に
よ
っ
て
県
が
安
全
面
な
ど
を

確
認
し
て
１
年
延
長
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

入
居
延
長
が
認
め
ら
れ
る
「
や

む
を
得
な
い
事
情
」
と
し
て
県
が

示
し
た
事
例
は
、
○
建
設
業
者
が

足
り
ず
、
自
宅
な
ど
の
工
事
が
遅

れ
る
○
入
居
を
予
定
し
て
い
る
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
が
間
に
合
わ

な
い
○
民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
事

情
の
た
め
転
居
で
き
な
い
―
な
ど

で
、
い
ず
れ
も
事
情
を
示
す
書
類

の
提
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
場
合
、「
み
な
し
仮

設
住
宅
」
を
含
む
仮
設
住
宅
の
入

居
者
は
９
月
末
現
在
、
２
８
７
世

帯
７
９
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
入
居
延
長
に
伴
う
届
け
出

書
を
順
次
発
送
。
問
い
合
わ
せ
先

は
町
の
震
災
総
合
窓
口
☎
２
３
７

－

６
５
１
０
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
設
入
居
延
長
は
熊
本
地
震
が
４

例
目
と
い
う
こ
と
で
す
。

仮
設
入
居
１
年
延
長
も

熊本地震

嘉
島
町　

必
要
な
届
け
出
書
送
付

上
六
嘉
の
金
畑
仮
設
住
宅

　

熊
本
県
内
の
基
準
地
価
は
今
年

７
月
１
日
現
在
、
昨
年
の
熊
本
地

震
か
ら
の
復
旧
進
展
に
伴
っ
て
回

復
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
が
９
月
19
日
に
公
表
し

た
県
内
の
基
準
地
価
に
よ
り
ま
す

と
、
林
地
を
除
く
全
４
８
１
調
査

地
点
の
平
均
変
動
率
は
昨
年
比
マ

イ
ナ
ス
０
・
２
％
で
22
年
連
続
の

下
落
と
な
り
ま
し
た
が
、
震
災
で

下
落
幅
が
拡
大
し
た
昨
年
か
ら
は

０
・
９
㌽
改
善
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
嘉
島
町
の
変
動
率
は

昨
年
の
マ
イ
ナ
ス
１
・
４
％
か
ら

プ
ラ
ス
１
・
０
％
の
上
昇
に
転
じ

て
い
ま
す
。
用
途
別
に
見
ま
す
と
、

住
宅
地
が
プ
ラ
ス
０
・
９
％
、
昨

年
横
ば
い
だ
っ
た
商
業
地
も
同

１
・
４
％
と
い
ず
れ
も
回
復
傾
向

で
す
。
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町役場に開設された期日前投票所。10月 22日の
投開票日の前に投票した人が40％を超えた

　

第
48
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
10

月
22
日
に
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ

ま
し
た
。
開
票
の
結
果
、
今
回
の

選
挙
か
ら
嘉
島
町
が
編
入
さ
れ
た

「
熊
本
新
３
区
」
で
は
、
自
民
党

現
職
の
坂
本
哲
志
氏
（
66
）
が
６

期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
当
日
有
権
者
数
は
７

４
１
５
人
で
、
平
成
26
年
12
月
の

前
回
か
ら
１
４
７
人
増
え
ま
し
た
。

町
内
４
投
票
所
で
投
票
さ
れ
、
嘉

島
中
体
育
館
で
開
票
さ
れ
た
今
回

選
挙
の
投
票
率
は
56
・
87
％
で
、

前
回
に
比
べ
て
５
・
49
㌽
高
く
な

り
ま
し
た
。
公
示
翌
日
の
10
月
11

日
か
ら
投
票
日
前
日
の
21
日
ま
で

町
役
場
で
行
わ
れ
た
期
日
前
投
票

も
１
７
２
２
人
に
上
り
、
前
回
よ

り
５
５
５
人
の
増
加
。
投
票
し
た

人
の
40
・
83
％
が
期
日
前
に
投
票

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

先
に
「
一
票
の
格
差
」
是
正
で

行
わ
れ
た
衆
院
議
員
定
数
削
減

「
０
増
６
減
」
に
伴
う
小
選
挙
区

の
区
割
り
見
直
し
で
、
嘉
島
町
は

今
回
の
選
挙
か
ら
「
旧
４
区
」
か

ら
「
新
３
区
」
に
移
行
、
編
入
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
挙
結
果
は
別
表
の
通

り
で
す
。
第
24
回
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
も
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

県
復
興
基
金　

嘉
島
町
に
２
億
１
２
０
０
万
円

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
伴
い
、
県

が
創
設
し
た
復
興
基
金
百
億
円
の

県
内
被
災
30
市
町
村
へ
の
配
分
額

が
10
月
ま
で
に
決
ま
り
、
嘉
島
町

に
は
２
億
１
２
０
０
万
円
が
配
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

配
分
基
金
の
使
い
道
に
関
し
、

県
で
は
農
業
用
倉
庫
な
ど
の
地
盤

復
旧
と
い
っ
た
国
の
補
助
制
度
や

既
に
基
金
を
活
用
し
て
い
る
復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
と
重
な
ら

な
い
事
業
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
、
配
分
さ
れ
る
基

金
を
用
い
て
行
う
事
業
を
検
討
、

予
算
化
し
、
被
災
者
支
援
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

復
興
基
金
の
市
町
村
へ
の
配
分

額
は
、
各
自
治
体
の
被
害
や
人
口

規
模
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
最
多

の
熊
本
市
に
30
億
３
１
０
０
万
円
、

震
度
７
が
２
度
観
測
さ
れ
た
益
城

町
に
は
17
億
３
９
０
０
万
円
が
配

分
さ
れ
ま
す
。

　

県
は
昨
年
10
月
、
国
の
補
助
事

業
か
ら
漏
れ
、
地
方
独
自
の
対
応

が
必
要
な
事
業
の
財
源
確
保
の
た

め
に
復
興
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

基
金
の
原
資
は
国
か
ら
の
特
別
交

付
金
は
じ
め
総
額
５
２
３
億
２
千

万
円
で
す
。

嘉島町 投票率 56.87％
第 48回衆院議員選挙

　　　　投票者の40.83％に
●小選挙区選出議員選挙（熊本県第３区）
届出
番号 候補者名 政党名 得票総数 嘉島町得票数

１ 関根　静香 日本共産党 46,392 986 
２ 坂本　哲志 自由民主党 129,312 3,025 

●比例代表選出議員選挙
届出順 政党名 嘉島町得票数 届出順 政党名 嘉島町得票数
１ 自由民主党 1,790 ５ 日本共産党 179 
２ 幸福実現党 44 ６ 立憲民主党 642 
３ 公明党 553 ７ 希望の党 682 
４ 社会民主党 56 ８ 日本維新の会 139 

●嘉島町の投票データ（小選挙区）
男 女 計

選挙当日有権者数 3,547 3,868 7,415
投票者数 2,027 2,190 4,217

（うち期日前投票者数） 767 955 1,722
投票率 57.15% 56.62% 56.87%
前回投票率 52.33% 50.52% 51.38%
熊本県投票率 57.02%

熊本県第３区投票率 57.51%

期日前
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昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
に
伴
う

国
や
県
の
財
政
支
援
に
よ
っ
て
従

来
か
ら
の
町
の
歳
入
構
造
は
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
国
か
ら
の
支
出
金
19
億

３
９
２
１
万
１
千
円
、
県
か
ら
の

支
出
金
も
６
億
５
０
３
６
万
２
千

円
に
上
る
と
い
う
数
字
に
典
型
的

に
表
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
歳
入

総
額
を
大
幅
に
押
し
上
げ
ま
し
た
。

国
・
県
の
支
出
金
は
前
年
度
に
比

べ
97
・
８
％
の
増
加
で
す
。

　

町
税
や
使
用
料
収
入
な
ど
の
町

の
自
主
財
源
で
す
が
、
数
字
的
に

は
22
億
１
０
２
３
万
２
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
７
３
９
万
９

歳入総額78億 331万９千円
歳入

町税 13億6924万2千円
繰入金 1億8715万4千円
分担金負担金 1億0014万7千円
使用料および手数料 2302万7千円
財産収入 426万4千円
繰越金 4億1066万0千円
諸収入 3314万8千円
寄付金 8259万0千円
地方交付税 10億4220万8千円
地方特例交付金 719万2千円
国県支出金 25億8957万3千円
地方譲与税 4066万6千円
利子割交付金 90万6千円
配当割交付金 209万8千円
株式譲渡所得割交付金 153万5千円
地方消費税交付金 1億9235万7千円
自動車取得税交付金 687万9千円
交通安全特別対策交付金 220万7千円
町債 17億0746万6千円
平成28年度 歳入決算額 78億0331万9千円

千
円
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
構

成
割
合
は
16
％
の
大
幅
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

や
は
り
震
災
の
影
響
は
否
め
ず
、

町
税
の
う
ち
法
人
町
民
税
が
前
年

度
に
比
べ
１
２
６
３
万
３
千
円
、

８
・
２
％
も
減
少
し
た
の
を
は
じ

め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
保
留

地
売
却
に
よ
る
諸
収
入
や
休
館
や

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町
民
会

館
、
総
合
運
動
公
園
の
使
用
料
も

軒
並
み
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
起
債
総
額
は
17
億
７
４

６
万
６
千
円
。
前
年
度
に
比
べ
て

13
億
３
４
７
０
万
円
増
、
３
５

８
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
起
債

は
一
般
家
庭
の
借
入
金
に
当
た
る

も
の
で
す
が
、
未
曽
有
の
震
災
被

害
で
あ
る
緊
急
事
態
に
対
処
す
る

た
め
必
要
不
可
欠
な
増
大
は
や
む

を
得
な
い
状
況
で
す
。

国県の支援で様変わり 嘉島町一般会計
平成28年度決算

　

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
じ
め
六
つ

の
特
別
会
計
に
も
震
災
の
影

響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
被
災
者
支
援
と
し
て

国
保
税
の
減
免
措
置
を
実
施

し
た
た
め
、
保
険
税
収
入
が

18
・
５
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
給
付
の
一
部
負

担
金
免
除
を
行
っ
た
た
め
、

医
療
費
支
出
が
９
・
５
％
増

加
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

国
の
補
助
金
で
補
填
（
て

ん
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
等

の
災
害
復
旧
工
事
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
と

比
較
し
約
30
％
の
大
幅
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計　決算
平成28年度嘉島町特別会計

国民健康保険
特別会計

歳 入 13億4023万5千円
歳 出 12億1566万4千円

住宅新築資金等
特別会計

歳 入 54万5千円
歳 出 25万0千円

介護保険
特別会計

歳 入 7億4832万1千円
歳 出 7億1218万2千円

公共下水道事業
特別会計

歳 入 5億8747万5千円
歳 出 5億2569万6千円

後期高齢者医療
特別会計

歳 入 9444万6千円
歳 出 9250万8千円

簡易水道
特別会計

歳 入 4187万1千円
歳 出 4087万9千円

町税 17.5%

繰入金 2.4%

繰越金
5.3%

分担金負担金1.3%

使用料および
手数料 0.3%財産収入・寄付金・

諸収入 1.5%
自主財源（28.3%）依存財源（71.7%）

地方交付税・地方特例
交付金 13.5%

国県支出金
33.2%

地方消費税交付金等 2.6%
地方譲与税
0.5%

町債 21.9%

歳入
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歳出

議会費 6502万3千円

総務費 7億3893万3千円

民生費 14億2785万7千円

衛生費 30億5248万6千円

農林水産業費 3億7890万0千円

商工費 534万3千円

土木費 3億2455万4千円

消防費 1億5694万2千円

教育費 3億3057万4千円

災害復旧費 4億8138万5千円

公債費 3億1606万8千円

平成28年度 歳出決算額 72億7806万5千円

日常取り戻す事業続々平成28年度決算
嘉島町一般会計

　

嘉
島
町
の
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決

算
と
六
つ
の
特
別
会
計
決
算
は
先
に
開
か

れ
た
町
議
会
の
９
月
定
例
会
で
い
ず
れ
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
町
の
一
般
会
計

決
算
は
、
歳
入
総
額
78
億
３
３
１
万
９
千

円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
72
億
７
８
０
６

万
５
千
円
で
す
。
前
年
度
に
比
べ
、
い
ず

れ
も
60
・
56
％
、
63
・
57
％
も
の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
た
の
は
、
熊
本
地
震
に
伴
う

震
災
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
の
増
大
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

震
災
対
応
が
欠
か
せ
ず
、
町
の
予
算
措

置
は
本
年
29
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
、
歳

出
も
引
き
続
き
、
同
様
の
増
大
傾
向
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
町
民
の
暮
ら

し
、
日
常
を
一
刻
も
早
く
取
り
戻

す
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
予
算
措

置
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
震
災
復

旧
・
復
興
の
事
業
が
相
次
い
だ
結

果
、
先
述
の
通
り
歳
出
総
額
は
前

年
度
の
約
１
・
６
倍
に
膨
ら
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
等
に
よ

り
経
常
的
経
費
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
物
件
費
に
27
億
３
５

３
６
万
３
千
円
や
補
助
費
等
に
13

億
５
０
３
８
万
６
千
円
、
維
持
補

修
費
に
９
４
１
万
１
千
円
と
い
っ

た
具
合
で
、
経
常
的
経
費
の
総
額

は
実
に
40
億
９
５
１
６
万
円
、
対

前
年
度
比
２
０
７
・
２
％
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
経
費
を
性
質
的
に

分
類
し
て
み
ま
す
と
、
経
常
的
経

費
の
割
合
が
56
・
３
％
と
突
出
し

た
結
果
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
25
・

０
％
、
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害

復
旧
事
業
費
な
ど
投
資
的
経
費
が

10
・
４
％
、
そ
の
他
の
経
費
も

８
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆
平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
＝

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
26
億
１
６

９
万
６
千
円
▽
保
育
所
児
童
措
置

費
扶
助
３
億
５
８
８
３
万
６
千
円

▽
児
童
手
当
扶
助
１
億
７
０
６
２

万
５
千
円
▽
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
１
億
５
９
５
７
万

３
千
円
▽
益
城
町
嘉
島
西
原
環
境

衛
生
施
設
組
合
負
担
金
１
億
５
１

５
６
万
２
千
円

歳出総額72億 7806万５千円

　

嘉
島
町
に
と
っ
て
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
他

の
被
災
市
町
村
と
同
様
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

本
格
的
な
災
害
復
旧
工
事
は
本
年
29
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
加
え
て
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
恒
久
的
な
住

ま
い
の
確
保
、
再
建
を
は
じ
め
、
欠
か
せ
な
い
事
業
が
め

じ
ろ
押
し
。
勢
い
町
の
財
政
出
動
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
や
子
育
て
、
産
業
振
興
な
ど
課
題
は
多

く
、
引
き
続
き
町
税
、
地
方
交
付
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
地
方
譲
与
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
極
力
無
駄
を
省
く
よ
う

に
努
め
た
上
で
、
め
り
は
り
の
利
い
た
予
算
措
置
を
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
財
政
係
）

これからの財政運営
財
源
確
保
に
尽
力
／
め
り
は
り
利
か
す

総務費
10.2%

民生費
19.6%

衛生費 41.9%

土木費 4.5%
農林水産業費 5.2%

商工費
0.1%

議会費 0.9%

教育費 4.5%

歳出

消防費 2.2% 災害復旧費6.6%
公債費
4.3%

広報かしま 2017.11

5



　今年の体育の日は 10 月９日―嘉島幼稚園の運動会
が８日、園庭で開かれ、園児らが本番のこの日に向け
て練習してきた駆けっこや遊戯に詰めかけたお父さん、
お母さんからおじいちゃん、おばあちゃんまで盛んな
声援が送られていました。
　また７日には、嘉島保育園が園庭、幼光保育園も嘉
島中体育館でそれぞれ運動会を開催。園児たちの頑張
りと、あどけない様子、さらには相次ぐ思わぬハプニ
ングに応援の皆さんの歓声が尽きませんでした。

嘉島の園児　ハッスル 運動会
にぎわう

　
　
　
　
　
　
　

１
等
は
… 

 　
　
　
　

マ
ー
チ
ン
グ

ヨ
イ
シ
ョ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　レッツ　ダンス

さくら太鼓 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　激走

嘉
島
幼
稚
園

幼光保育園

嘉島保育園
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台風に負けず…

☆
下
六
嘉
自
主
防
災
会
に
発
電
機

　

下
六
嘉
の
自
主
防
災
会
に
こ
の

ほ
ど
、
発
電
機
や
投
光
器
な
ど
災

害
対
応
の
機
器
類
（
写
真
）
22
点

が
新
た
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
収
益
金
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
事
業
の
一
環
で
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
地
域
防
災
の

拠
点
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
嘉
島
町
な
ど
連
携
中
枢
都
市
圏

会
議　

嘉
島
町
を
は
じ
め
熊
本
市

と
周
辺
の
市
町
村
で
つ
く
る
「
熊

本
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
連
絡
会

議
が
10
月
11
日
、
熊
本
市
役
所
で

開
か
れ
、
荒
木
町
長
ら
構
成
５
市

10
町
２
村
の
各
首
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

同
都
市
圏
は
昨
年
３
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
２
０
６
０
年
の
圏
域

人
口
を
１
０
２
万
人
と
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
災
害
対
応
や
子

育
て
支
援
、
公
共
施
設
の
共
同
利

用
な
ど
60
事
業
も
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

県
の
重
要
無
形
文
化
財
「
六
嘉

の
獅
子
舞
」
が
10
月
21
、
22
の
両

日
、
嘉
島
町
の
六
嘉
神
社
例
大
祭

（
17
日
）
に
合
わ
せ
て
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

台
風
21
号
の
北
上
に
伴
う
荒
天

の
た
め
、
境
内
で
杉
材
を
高
さ
20

㍍
余
り
に
組
み
上
げ
た
「
登
り
竿

（
ざ
お
）」
を
獅
子
が
登
る
呼
び

物
の
「
獅
子
の
棚
の
ぼ
り
」
は
昨

年
に
続
い
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

下
六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
会
場
を
移
し
た
恒
例
の
獅
子
舞

は
圧
巻
。

　
「
獅
子
起
（
お
こ
し
）」
の
神
事

の
お
は
ら
い
で
目
覚
め
た
雌
雄
の

獅
子
に
対
し
、
き
ら
び
や
か
な
衣

装
の
「
ツ
リ
子
」
や
戦
士
役
を
務

め
る
「
棒
遣
い
」
の
３
歳
児
か
ら

小
学
５
年
生
ま
で
の
男
児
15
人
が

代
わ
る
代
わ
る
登
場
。
横
笛
と
太

鼓
に
は
や
さ
れ
た
獅
子
舞
は
延
々

３
時
間
余
り
に
及
び
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
「
モ

ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
舞
い
は
照
明
を

暗
く
し
、
緩
急
と
強
弱
が
際
立
つ

雌
雄
の
戯
れ
を
演
じ
切
り
、
会
場

は
盛
ん
な
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
例
年
、
見
物
客
が
分
け
合

う
縁
起
物
の
ボ
タ
ン
の
花
は
し
つ

ら
え
る
「
棚
の
ぼ
り
」
が
中
止
さ

れ
た
た
め
、
希
望
者
同
士
の
じ
ゃ

ん
け
ん
で
分
配
。
思
わ
ぬ
勝
負
に

も
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
（
ほ
う

じ
ょ
う
）
を
祈
っ
て
奉
納
さ
れ

る
「
六
嘉
の
獅
子
舞
」
は
昭
和
36

年
、
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
第
１
号
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
起
源
は
奈
良
時
代
と
も
、
加

藤
清
正
公
の
こ
ろ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す

六嘉の獅子は「棒遣い」と絡ん
だり（写真左）、出番を待つツ
リ子や棒遣いの男児らを威嚇す
るように舞ったりした（同下）

ツ
リ
子
、
棒
遣
い 

代
わ
る
代
わ
る

六
嘉
の
獅
子

舞
い
長
丁
場
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写真上段は３年、同中段は２年、同下段は１年の学年劇。いずれも
熱のこもった好演だった

　

嘉
島
中
恒
例
の
文
芸
発
表
会
が

10
月
15
日
、「
彩
（
い
ろ
ど
り
）」

を
テ
ー
マ
に
同
中
体
育
館
で
開
か

れ
、
学
年
ご
と
の
劇
を
は
じ
め
生

徒
ら
が
思
い
を
込
め
た
発
表
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　

呼
び
物
の
学
年
劇
で
不
慮
の
事

故
死
を
通
し
、
何
げ
な
い
日
常
の

あ
り
が
た
さ
を
考
え
さ
せ
た
の
は

３
年
生
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
観
客
席

ま
で
ワ
イ
ド
な
舞
台
仕
立
て
の
演

出
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
が
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
の

悲
話
を
伝
え
る
沖
縄
地
上
戦
の
戦

時
下
と
現
在
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら

平
和
の
尊
さ
を
表
現
す
れ
ば
、
１

年
生
は
日
ご
ろ
の
学
校
生
活
に
焦

点
を
当
て
ま
し
た
。
１
人
の
転
校

生
を
迎
え
た
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が

友
達
関
係
や
ふ
る
さ
と
を
見
詰
め
、

絆
を
結
び
直
し
て
い
く
ス
ト
ー

リ
ー
に
、
迫
真
の
演
技
も
加
わ
っ

て
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
〜
３
年
の
全
７
ク
ラ
ス
対
抗

の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

学
年
ご
と
の
課
題
曲
と
そ
れ
ぞ
れ

の
自
由
曲
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
競
い

合
っ
た
結
果
、
３
年
１
組
が
学
校

代
表
と
し
て
10
月
27
日
、
益
城
町

の
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
上
益
城

郡
中
学
校
音
楽
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
岩

本
京
花
さ
ん
（
３
年
）
の
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
演
技
、
各
学
年
代
表

の
英
語
暗
唱
の
発
表
の
ほ
か
、
美

術
部
の
作
品
や
国
語
科
の
習
字
も

併
せ
て
展
示
。
平
成
音
楽
大
（
御

船
町
）
こ
ど
も
学
科
の
学
生
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
し

た
。

文
芸
発
表
会

共感呼ぶ迫真の演技
校内合唱コンクール

国語や美術の作品展示も

嘉島中学

キ
ラ
リ

キ
ラ
リ

　
　
　
　

  

彩彩
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すごいゾ

活
躍
活
躍

　　

  
相
次
ぐ

相
次
ぐ

上
益
城
郡
中
学
英
語
暗
唱
大
会

　

上
益
城
郡
の
中
学
校
英
語
暗
唱

大
会
が
10
月
17
日
、
益
城
町
の
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
は
３

年
と
１
年
が
見
事
１
位
に
輝
き
、

２
年
も
堂
々
の
２
位
で
し
た
。

　

42
回
目
の
今
大
会
に
は
郡
内
八

つ
の
中
学
代
表
71
人
が
出
場
し
ま

し
た
。
１
〜
３
年
の
学
年
ご
と
に

教
科
書
の
内
容
を
発
表
。
そ
れ
ぞ

れ
暗
唱
し
た
英
語
の
発
音
や
表
現

力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
勢
は
、
英
語
担
当
の
福

島
亜
矢
、
森
慎
太
朗
、
岩
田
由

貴
の
３
教
諭
と
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
リ
リ
ー
・
マ
ク

ダ
ー
モ
ッ
ト
先
生
の
指
導
で
行
っ

た
〝
朝
練
〞
か
ら
昼
休
み
、
放
課

後
の
猛
特
訓
が
実
り
、
昨
年
に
続

き
、
上
々
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

１
位
の
３
年
と
１
年
は
郡
代
表

と
し
て
11
月
14
日
に
熊
本
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
郡
大
会

に
出
場
し
た
嘉
島
中
代
表
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

▽
３
年　

前
崎
良
太
、
川
上
真

奈
、
山
﨑
愛
里
▽
２
年　

村
中
登

一
、
竹
坂
美
咲
、
荒
木
さ
く
ら
▽

１
年　

秋
永
魁
人
、
亀
井
倫
奈
、

坂
﨑
芽
依

　

第
31
回
上
益
城
郡
中
学
総
合
体

育
大
会
の
駅
伝
競
技
が
10
月
20
日

開
か
れ
、
女
子
の
嘉
島
Ａ
チ
ー
ム

が
堂
々
の
２
位
と
な
り
、
Ｂ
チ
ー

ム
は
６
位
。
ま
た
男
子
は
嘉
島
Ａ

５
位
、
Ｂ
７
位
で
し
た
。

　

大
会
は
山
都
町
の
旧
朝
日
小
周

辺
の
男
子
６
区
間
20
㌔
の
コ
ー
ス

に
郡
内
13
チ
ー
ム
、
女
子
５
区
間

12
・
６
㌔
に
同
11
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
昨
年
の
３
位
か
ら
２

位
に
躍
進
し
た
女
子
の
嘉
島
Ａ
は
、

１
区
宮
崎
虹
花
選
手
（
２
年
）
が

５
位
と
好
発
進
し
、
続
く
２
区
林

凜
和
（
１
年
）、
３
区
佐
川
真
菜

（
３
年
）、
４
区
髙
森
千
帆
（
同
）、

５
区
内
野
叶
絵
（
同
）
の
４
選
手

が
そ
ろ
っ
て
区
間
２
位
の
快
走
で

た
す
き
リ
レ
ー
し
て
51
分
18
秒
を

マ
ー
ク
。
優
勝
し
た
益
城
Ａ
に
は

59
秒
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

男
子
も
１
位
は
益
城
Ａ
。
２
区

（
３
㌔
）
で
区
間
賞
を
獲
得
し
た
嘉

島
Ａ
の
家
入
涼
輔
選
手
（
２
年
）

の
タ
イ
ム
は
９
分
45
秒
で
、
従
来

の
記
録
を
１
秒
更
新
し
ま
し
た
。

区間賞の家入涼輔選手

上
益
城
郡
中
学
総
体
駅
伝

好成績に輝いた英語暗唱大会出場メンバー（前列１年、
中列２年、後列３年）と指導に当たったリリー先生

昨年までの３位から躍進した女子Ａチーム
のメンバー

１、３年
見事１位
２年も２位に

女子Ａ準優勝
男子の家入選手は区間賞
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嘉
島
町
で
は
近
く
作
成
に
乗
り
だ
す
「
町
の

歌
（
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
）」
の
題
名
や
歌
詞
の

モ
チ
ー
フ
と
な
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
昨
年

の
熊
本
地
震
で
地
域
の
絆
や
連
帯
が
見
直
さ
れ

る
中
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
口
ず
さ
ん
で
親
し
め
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
へ
向
け
た
エ
ー
ル
と
な

る
よ
う
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
に
題
名
や
歌
詞
（
４
０
０
字
以
内
。

町
に
寄
せ
る
思
い
で
も
構
い
ま
せ
ん
）、
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
町
企

画
情
報
課
へ
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
い
た
だ
く
か
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
熊
本
県
内
を
中
心
に
活
躍
す
る
プ
ロ
の
作

詞
家
、
作
曲
家
が
楽
曲
づ
く
り
に
当
た
り
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
優
れ
た
作
品

を
表
彰
い
た
し
ま
す
（
最
優
秀
賞
副
賞
10
万

円
）。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
12
月
15
日
（
消
印
有

効
）
で
す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
応
募
用
紙

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
、
同
課
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
課
☎
２
３
７-

２
６
４

１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
宛
先
】
町
役
場
企
画
情
報
課

〒
８
６
１-

３
１
９
２ 

嘉
島
町
上
島
５
３
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow
n.kashim

a.kum
am
oto.jp

【
特
選
】

　

◇
小
学
▽
２
年　
森
井
か
え
で（
西
）

「
と
も
だ
ち
は　

ゆ
う
気
を
く
れ
る

た
か
ら
も
の
」
▽
３
年　

山
西
し
ゅ

ん
（
西
）「
し
ん
せ
つ
は　

し
て
も

さ
れ
て
も　

い
い
気
持
ち
」
▽
６
年

井
上
聖
華
（
東
）「
遊
ぼ
う
よ　

言

え
る
関
係　

築
き
た
い
」
◇
中
学

▽
１
年　

廣
田
直
人
「
ふ
り
か
え

ろ
う　

軽
い
気
持
ち
で　

言
っ
た

こ
と
」▽
３
年　

内
村
さ
く
ら「『
大

丈
夫
？
』　

そ
の
一
言
が　

友
救
う
」

「
町
の
歌
」
つ
く
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

 

嘉
島
町
企
画
情
報
課

【
入
選
】

　

◇
小
学
▽
１
年　
荒
牧
み
こ
と（
西
）

「
ひ
か
っ
て
る　

み
ん
な
の
い
い
と

こ　

み
い
つ
け
た
」、
小
林
そ
う
ま

（
西
）「
お
も
し
ろ
い　

た
ん
ぼ
に

い
き
も
の　

ぼ
く
の
ま
ち
」
▽
２

年　

山
し
ろ
み
う
（
西
）「
学
校
は

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん　

た
の
し
い

な
」、
小
齊
晃
太
朗
（
東
）「
ど
う
し

た
の　

な
ん
で
も
聞
く
よ　

話
し
て

よ
」
▽
３
年　

大
山
田
ゆ
う
し
ん

（
西
）「
み
ず
す
け
て　

き
れ
い
な
お

が
わ　

か
し
ま
ま
ち
」、
尾
崎
陽
向

（
東
）「
あ
り
が
と
う　

み
ん
な
が

言
え
ば　

え
が
お
だ
よ
」
▽
４
年

杉
本
寿
（
西
）「
あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
を
つ
な
ぐ　

い
と
な
ん
だ
」、

荒
牧
優
奈
（
西
）「
見
つ
け
た
よ　

君
の
い
い
と
こ　

光
っ
て
る
」
▽
５

年　

牛
島
杏
鈴
（
西
）「
湧
水
を　

君
と
ぼ
く
と
で　

ま
も
っ
て
く
」、

鳥
栖
理
沙
（
西
）「
う
れ
し
い
ね　

た
っ
た
の
五
文
字　

あ
り
が
と
う
」

▽
６
年　

西
澤
柑
奈
（
西
）「
泣
き

そ
う
だ　

そ
ん
な
と
き
に
は　

そ
ば

に
い
て
」、
松
川
令
奈
（
西
）「
人
と

人　

仲
間
が
生
ま
れ　

友
情
へ
」

　

◇
中
学
▽
１
年　

亀
井
倫
奈
「『
一

緒
に
遊
ぼ
う
』　

そ
の
一
言
で　

救
わ
れ
る
」
▽
２
年　

山
崎
永
航

「『
よ
く
な
い
よ
』　

勇
気
を
も
っ
て

言
っ
て
い
く
」
▽
３
年　

坂
﨑
陸

「
い
じ
め
て
る　

見
て
見
ぬ
ふ
り

も　

共
犯
者
」

　

嘉
島
町
内
の
小
中
学
校
３
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
平

成
29
年
度
「
豊
か
な
心
を
育
む
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
教
育
委
員
会
が
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
教
育
の
一
環
で
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
回
も
繊
細
で
柔
ら
か
な
感
性
を
う
か

が
わ
せ
る
秀
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
（
作
品
）
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。　

気軽に口ずさめ、町づくりへのエールに

　　　題名や歌詞を募集

「
豊
か
な
心
を
育
む
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

入
賞
作
品
決
ま
る

徳
島
こ
う
む
（
西
小
１
年
）

わ
ら
い
あ
い　

き
そ
い
あ
い

　

 

み
ん
な 

な
か
よ
く　

ず
っ
と　

と
も
だ
ち

村
本
桜
姫
（
東
小
４
年
）

ふ
る
さ
と
に　

ゆ
た
か
な
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ど
け
よ
う

上
田
彩
葉
（
西
小
５
年
）

思
い
や
り　

目
に
は
見
え
な
い　

支
え
合
い

向
井
悠
真
（
中
学
２
年
）

い
じ
め
ゼ
ロ

　
　
　
　

 　

こ
と
ば
で
終
わ
る
な　

行
動
に

広報かしま2017.11

10



　
「
上
益
城
の
自
慢　

観
光
と
物

産
展
」
が
10
月
21
、
22
の
両
日
、

嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
で
開
か
れ
、
嘉
島
町
は
じ
め
郡

内
５
町
の
特
産
品
や
農
産
物
な
ど

が
一
堂
に
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
特
産
の
大
豆
を

使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
豆
乳

マ
フ
ィ
ン
な
ど
出
展
。
定
評
が
あ

る
山
都
町
の
野
菜
類
か
ら
、
甲
佐

情報交換、連携図る
上益城５町トップ一堂に

写
真
上
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

で
開
か
れ
た
「
上
益
城
の
自
慢
」

展
の
会
場
・
同
左
は
御
船
町
の

恐
竜
人
形
釣
り
コ
ー
ナ
ー

町
特
産
の
ニ
ラ
入
り
メ
ン
チ
カ
ツ

や
益
城
町
の
お
茶
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
「
益
城
町
未
来
ト
ー
ク
」
の
若
者

ら
考
案
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
物
産
ま
で
ズ
ラ
リ
と

並
び
ま
し
た
。

　
〝
恐
竜
ど
こ
ろ
〞
と
し
て
知
ら
れ

る
御
船
町
が
金
魚
す
く
い
に
倣
っ

た
恐
竜
人
形
の
釣
り
コ
ー
ナ
ー
や

缶
バ
ッ
ジ
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
出
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

が
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
ふ
る
さ
と
自

慢
に
も
努
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、
上
益
城
地
域

観
光
推
進
協
議
会
（
５
町
と
県
な

ど
で
構
成
）
の
主
催
で
、
出
展
は

30
余
り
の
個
人
・
団
体
に
上
り
ま

し
た
。

　

荒
木
町
長
は
じ
め
上
益
城
郡
内

５
町
の
ト
ッ
プ
が
一
堂
に
会
す
る

町
長
会
議
が
10
月
13
日
、
山
都
町

役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
、
甲
佐
、
益
城
、
御
船
、

山
都
の
郡
内
５
町
長
は
年
３
回
、

持
ち
回
り
で
定
例
会
を
開
き
、
情

報
交
換
を
行
い
、
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
衆
院
議
員
定
数
削
減
に

伴
う
小
選
挙
区
の
区
割
り
変
更
後
、

初
の
衆
院
選
を
控
え
た
中
、
11
月

29
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国

町
村
長
大
会
へ
の
対
応
や
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
な
ど
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

嘉
島
町
な
ど

「
自
慢
」
Ｐ
Ｒ

　
　

  
上
益
城
売
り
込
む

山都町で開かれた上益城郡の町長会議で顔をそろえた
各町長と県などの関係者

　

鹿
児
島
大
農
学
部
の
学
生
ら
が

９
月
25
〜
28
日
、
嘉
島
町
で
現
場

実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨
年

の
熊
本
地
震
に
よ
る
農
業
現
場
の

被
災
状
況
か
ら
復
旧
・
復
興
の
段

取
り
や
経
過
ま
で
検
証
し
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。

　

同
大
農
学
部
生
18
人
が
参
加
。

町
役
場
で
開
か
れ
た
座
学
で
、
町

や
Ｊ
Ａ
、
か
し
ま
広
域
農
場
の
担

当
者
か
ら
町
内
農
業
の
現
状
は
じ

め
、
米
、
麦
、
大
豆
を
中
心
と
し

た
土
地
利
用
型
農
業
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
学
生
ら
は
町
内
の
農
家

を
訪
れ
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に

当
た
り
、「
実
際
に
現
場
の
生
産

者
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町やＪＡ、農場の担当者（左側）から地域の実
情や農業現場の説明を受ける鹿児島大の学生ら

鹿児島大の学生ら

〝嘉島方式〟の農業学ぶ
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嘉
島
町
の
地
域
福
祉
の
推
進
方

針
や
実
践
活
動
に
関
す
る
各
種
計

画
を
審
議
・
検
討
す
る
委
員
会
の

平
成
29
年
度
初
会
合
が
10
月
12
日
、

町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
と
町
社
協
が
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
の
は
、
町
地
域

福
祉
、
同
活
動
計
画
と
町
障
が
い

者
プ
ラ
ン
、
そ
れ
に
町
障
が
い
お

よ
び
障
が
い
児
福
祉
計
画
で
す
。

　

委
員
会
で
は
町
内
各
種
団
体
の

代
表
15
人
に
委
嘱
状
を
交
付
。
各

　

嘉
島
町
上
島
の
飲
食
店
で
月
に

一
度
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民

に
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
・

地
域
食
堂　

だ
ん
だ
ん
食
堂
」
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
23
日
は
サ
ト
イ
モ
の
コ

ロ
ッ
ケ
、
ナ
ス
の
み
そ
煮
な
ど
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
10
種
類
以

上
の
料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で

楽
し
ん
で
も
ら
う
一
方
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
将
棋
を
楽
し
む

〝
に
わ
か
将
棋
教
室
〞
も
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
住
民
の
交
流
の
場
と
な
り
、

子
育
て
世
代
を
応
援
し
た
い
」
と

語
る
代
表
の
穴
井
智
子
さ
ん
は
地

元
の
民
生
委
員
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
主
婦
ら
と
協
力
し
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
を
見
て
来
店
し
た
子
ど

も
連
れ
の
お
母
さ
ん
は
、「
子
ど

も
同
士
も
交
流
で
き
る
し
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
存
在
」
と
笑
顔
。

ま
た
震
災
で
家
族
と
一
緒
に
食
事

を
囲
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

女
性
は
「
こ
こ
で
み
ん
な
と
食
事

が
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
だ
ん
だ
ん
食
堂
」
は
原
則
と

し
て
毎
月
第
４
月
曜
の
午
後
４
〜

８
時
に
店
開
き
。
料
金
は
大
人
３

０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
円

で
す
（
12
月
は
第
３
月
曜
の
18
日

に
開
催
）。
問
い
合
わ
せ
は
穴
井

さ
ん
☎
０
８
０
（
１
７
１
８
）
０

１
６
８
。

地域福祉の向上図る

こ
の
日
は
子
ど
も
た
ち
の
将
棋
教
室

も
お
目
見
え
し
た

嘉
島
町　

各
種
計
画
見
直
し
策
定
へ

子ども・地域食堂「だんだん」

毎回10種類以上の料理がバイキング形式で楽しめる

住民交流の場
子育て世代応援

計
画
の
概
要
・
骨
子
案
を
審
議
し

た
ほ
か
、
６
月
に
実
施
し
た
障
が

い
福
祉
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
９
〜
10
月
に
行
っ
た
地

域
福
祉
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

も
踏
ま
え
、
12
月
上
旬
を
め
ど
に

各
計
画
を
改
定
し
、
町
の
福
祉
向

上
を
図
る
来
年
30
年
度
か
ら
の
新

た
な
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

荒木町長から委員の委嘱を受け、各種福祉計画の審議・検
討に入った
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平成 30年度認可保育所等利用申し込み案内
　平成 30 年度の認可保育所等の利用申し込み受け付けを開始します。平成 30 年４月から平成 31 年
３月までの間に利用を希望される方は、役場町民課または町内の保育所に備え付けてある利用申込書
等を受付期間内に提出してください（平成 29 年 11 月 10 日（金）から配布開始します）。
　現在利用中の方や平成 29 年度利用の申し込みをして待機中の方も、再度お申し込みが必要です。
　また、育児休業明け等の理由で、平成 30年度の途中（５月以降）から利用を希望される方も必ず
申し込んでください（出産予定・転入予定でも申し込みできます）。
　在園児については保育所から申込書を配布しますので、保育所に提出をお願いします。
　詳細については、町ホームページに掲載の「保育所等利用申し込み案内」をご覧ください。

★受付期間……平成 29 年 11 月 13 日（月）～ 12 月 15 日（金）まで（土日・祝日は除く）
★受付場所……役場町民課福祉係
★利用基準……嘉島町にお住まいでお子さんの保護者が次のいずれかに該当することにより保育が
　　　　　　　できないと認められる家庭
　①就労（就労時間：月 48時間以上）
　②妊娠、出産
　③保護者の疾病、障がい
　④同居または長期入院等している親族の介護・看護
　⑤災害復旧
　⑥求職活動（起業準備を含む）
　⑦就学（職業訓練校等における就業訓練を含む）
　⑧虐待やＤＶのおそれがあること
　⑨育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　⑩その他、上記に類する状態にあると町長が認める場合

★保　育　料……お子さんの年齢と、父母の市町村民税の課税状況に応じて算定します。なお、父母の
収入が著しく少ない場合は、同居の家族の中で所得の一番高い方で算定する場合があ
ります。兄弟姉妹同時利用軽減等の減額措置もあります。

★面　　接……面接は行いません（ただし、電話等で提出書類に関し、確認させていただく場合があ
ります）。また、保育所利用に関する相談（世帯員の変更やお子さんに関すること等）
につきましては、随時受け付けております。

　　　　　　　定員を超える申し込みがあった場合は、選考基準に基づき、保育の必要度が高い順に
利用を決定します。

★そ　の　他……お子さんの心身発育でご心配な点がある方は、申し込み前に町民課福祉係までご相談
ください。

【町内認可保育所概要】（平成29年 11月１日現在）★平成 30年７月に小規模保育所が開所予定です★

保育所名 所在地 電話
番号 定員 ０歳

受入月齢
保育時間

（延長保育含む） その他

幼光保育園 鯰 1177 －４ 237-
0601 120 人 ３カ月～ 7:00 ～ 19:00 一時保育あり

嘉島保育園 上島 925 －１ 237-
1016 180 人 ６カ月～ 7:00 ～ 19:00

東部幼光保育園 下六嘉 1759 360-
6103 90 人 ３カ月～ 7:00 ～ 19:00

（仮）小規模保育所 上島（元 JA大
島給油所近く） － 19 人 約２カ月

～２歳児 7:00 ～ 19:00 平成 30 年７月
開所予定

《お問い合わせ先》　町民課福祉係　　☎ 237-2576（直通）
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嘉
島
町
の
上
島
四
所
神
社
で
10
月
９
日
に
開
か
れ

た
例
大
祭
で
、
恒
例
の
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
保
育
・
幼
稚
園
児
や
小
学
生
ら
約
60
人
が
年

齢
・
学
年
ご
と
に
取
り
組
み
。
土
俵
を
取
り
囲
ん
だ

保
護
者
ら
の
声
援
を
受
け
、
３
人
抜
き
、
５
人
抜
き

を
果
た
す
子
も
。
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
大
人
相
撲

が
子
ど
も
相
撲
に
な
り
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
前
か
ら
女

の
子
も
参
戦
し
て
い
ま
す
。

　

鯰
三
社
宮
で
も
同
８
日
、
例
大
祭
（
９
日
）
に
先

駆
け
、
子
ど
も
ら
約
30
人
が
集
合
。
赤
ち
ゃ
ん
の
愛

ら
し
い
泣
き
相
撲
か
ら
小
学
生
力
士
ら
の
３
人
抜
き

の
力
相
撲
ま
で
境
内
は
応
援
の
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
番
付
決
定
戦
は
小
学
高
・
中
・
低
学
年

に
分
か
れ
、
今
回
誕
生
し
た
大
関
、
関
脇
、
小
結
が

勝
ち
名
乗
り
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

上
島
四
所
神
社

鯰
三
社
宮

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　

９
月
21
日
、
益
城
町
交
流
情
報

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
御
船
署
と

嘉
島
町
な
ど
管
内
４
町
か
ら
関
係

団
体
が
参
加
し
、
悲
惨
な
交
通
事

故
の
根
絶
を
誓
い
ま
し
た
。
益
城

町
交
通
指
導
員
隊
長
が
パ
レ
ー
ド

出
発
申
告
を
行
い
、
参
加
し
た
嘉

車
の
安
全
運
転
競
技
大
会

街
頭
に
立
っ
た
荒
木
町
長

勝ち抜き戦に番付決定も

秋
の
例
大
祭
奉
納
子
ど
も
相
撲

島
町
の
老
人
会
、
交
通
指
導
員
や

交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
は
、

町
役
場
ま
で
交
通
安
全
啓
発
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
頭
指
導

　

期
間
中
、
嘉
島
町
内
の
主
要
交

差
点
で
は
、
町
議
会
議
員
や
交
通

指
導
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん

が
横
断
旗
を
手
に
児
童
・
生
徒
ら

の
登
校
を
見
守
り
、
街
頭
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
秋
分
の
日
に
も
啓
発
行
事

　

９
月
23
日
、
御
船
町
の
熊
本
バ

ス
自
動
車
学
校
で
、
第
15
回
安
全

運
転
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
嘉

島
町
な
ど
御
船
署
管
内
４
町
の
高

齢
者
が
日
頃
の
運
転
技
術
を
競
い

ま
し
た
。

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
は

　

９
月
28
日
、
嘉
島
町
上
島
の

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
オ
ー
タ
ム
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
来
場

者
に
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
贈

り
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
や
写

真
撮
影
会
も
あ
り
、
親
子
で
の
記

念
撮
影
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

○
荒
木
町
長
も
〝
出
動
〞

　

荒
木
町
長
も
９
月
29
日
朝
、
登

校
す
る
嘉
島
東
・
西
小
の
児
童
や

嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
の
登
校
を
見

守
り
ま
し
た
。
町
長
の
「
気
を
付

け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
の

声
掛
け
に
子
ど
も
た
ち
は
元
気
な

あ
い
さ
つ
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
21
〜
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
、
嘉
島
町
内
を
は
じ
め
御
船
署
管
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

  

事
故
根
絶
め
ざ
す

事
故
根
絶
め
ざ
す

　
　

 　

嘉
島
町
で
も
多
彩
な
取
り
組
み
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

「
ひ
の
く
に

　
　
　

ピ
カ
ピ
カ
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中
！

　

10
月
15
日
か
ら
来
年
１
月
31
日
ま

で
熊
本
県
内
に
お
い
て
実
施
中
。
運

動
の
重
点
は
「
反
射
材
の
活
用
」「
前

照
灯
の
早
め
点
灯
と
上
向
き
点
灯
の

励
行
」
で
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

日
没
が
早
ま
り
、
交
通
事
故
が
多
発

し
ま
す
の
で
、
午
後
５
時
に
な
っ
た

ら
前
照
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）９月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.9 9 49 0 0 0 0 0 0

H29 累計 58 563 0 0 24 8 1 8

前年比 +2 +41 -4 -1 +4 ± 0 +1 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.9 27 166 1 0 2 1 0 1

H29 累計 188 1742 9 0 40 15 3 20

前年比 +28 +106 -8 -2 +12 -5 +1 ± 0

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

「ＪＫビジネス」はＮＯ！「ＪＫビジネス」はＮＯ！
～危険が潜んでいる「ＪＫビジネス」～～危険が潜んでいる「ＪＫビジネス」～
　近年、都市の繁華街を中心に女子高校生などによるマッサージ、
会話やゲームを楽しませるなどの接客サービスを売り物とする営業
が見られ、「ＪＫビジネス」と呼ばれています。
　一見すると問題のないアルバイト先に見える場合でも、女子高校
生などが客から児童買春などの被害に遭うなどのケースが目立って
おり、安易に働くことはとても危険です。

「ＪＫビジネス」は手軽な
アルバイトではなく、危険
なアルバイトです。
絶対に働いてはダメ！

「ＪＫビジネス」に関わる各種トラブルに
遭った際は、
＃ 9110（警察安全相談専用電話）
または最寄りの警察署まで。
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◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

11 月 の納税等 12 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料………… 11月分
下水道使用料………… 10月分

納期限日（口座振替日）
　　平成29年11月30日（木）

固定資産税………………④  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年12月25日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

11月22日
12月27日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

募
っ
て
い
ま
す

平
成
30
年
度
嘉
島
町
立

　
　

嘉
島
幼
稚
園
児　

募
集

○
応
募
資
格

　

嘉
島
町
に
居
住
し
て
お
り
平
成
24
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
募
集
園
児
と
定
員
数

・ 

３
歳
児
（
平
成
26
年
４
月
２
日
〜
平

成
27
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・ 

４
歳
児
（
平
成
25
年
４
月
２
日
〜
平

成
26
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・ 

５
歳
児
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平

成
25
年
４
月
１
日
生
）
35
人

※
現
在
３
・
４
歳
児
学
級
の
園
児
が
平

成
30
年
度
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す

る
場
合
は
優
先
さ
れ
ま
す
。

○
入
園
申
請

・
受
付
期
間　

12
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
１
月
12
日
（
金
）

・
提
出
先　

嘉
島
町
学
校
教
育
課
（
町

民
会
館
内
）
ま
た
は
嘉
島
幼
稚
園

・
提
出
物　

入
園
申
請
書
（
必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
た
も
の
）

※
入
園
申
請
書
は
嘉
島
町
学
校
教
育
課

と
嘉
島
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

○
選
考

　

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
保
育
時
間

　

３
歳
児　

９
時
〜
14
時
40
分

　

４
歳
児　

９
時
〜
14
時
50
分

　

５
歳
児　

９
時
〜
15
時

　
（
時
間
外
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
通
園
方
法

　

保
護
者
な
ど
に
よ
る
送
迎

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
幼
稚
園
説
明
会
〉

・
12
月
13
日
（
水
）
15
時
半
〜

・
内
容　

入
園
希
望
の
保
護
者
に
幼

稚
園
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　
　

嘉
島
町
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－

０
９
３
７

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－

５
２
１
０

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

生
徒
募
集

○
募
集
人
員　

30
人

○
応
募
資
格　

中
学
卒
以
上
（
平
成
30

年
３
月
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
方

を
含
む
。
男
女
・
年
齢
不
問
）

○
修
業
年
限　

２
カ
年

○
出
願
書
類　

入
学
願
書
、受
験
票
（
本

校
所
定
の
も
の
）、
調
査
書
、
卒
業
証

明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
）

○
受
験
料

　

１
万
５
０
０
０
円
（
出
願
時
に
納
入
）

○
願
書
受
付

　

12
月
４
日
（
月
）
〜
12
月
25
日
（
月
）

○
試
験
日
時

　

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）

　

・
受
付　
　
　

８
時
45
分
〜

　

・
学
科
試
験　

９
時
半
〜

　

・
面
接
試
験　

13
時
半
〜

○
試
験
会
場

　

下
益
城
郡
医
師
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

　
（
宇
城
市
松
橋
町
松
橋
３
５
１
）

○
試
験
科
目

　

①
筆
記
試
験　

　
　

国
語
・
数
学
（
中
学
卒
程
度
）
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②
面
接

○
合
格
発
表　

１
月
19
日
（
金
）

　
　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
３－

７
４
７
４

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

平
成
30
年
度
学
生
募
集

　
　
　
　
　
（
一
般
入
試
選
抜
）

　

農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
に
関
す
る

高
度
な
知
識
や
技
術
、
さ
ら
に
は
幅
広

い
教
養
と
社
会
性
を
培
い
、
次
代
の
本

県
農
業
の
担
い
手
と
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業
を
自
ら

意
欲
的
に
目
指
す
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

○
出
願
期
間　

12
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
金
）

○
選
抜
日
時　

平
成
30
年
１
月
23
日

　
　
　
　
　
　
（
火
）　

10
時
〜
16
時

　
　

県
立
農
業
大
学
校
教
務

☎
２
４
８－

１
１
８
８

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
事
務
実
践
科
（
熊
本
校
）》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

事
務
職
希
望
者
を
対
象
に
、

事
務
職
で
必
要
な
業
種
別
業
務
内
容
、

簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
習
得
し
ま

す
。

○
募
集
期
間　

11
月
13
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
27
日
（
水
）

○
訓
練
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
月
27
日
（
金
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

８
４
７
８
円
程
度

○
訓
練
場
所　

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－

５

　

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル
５
Ｆ

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
平
成
30
年
度
第
１
学
期

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28
日

ま
で
、
第
２
回
は
３
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

参
加
し
ま
せ
ん
か

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

○
日
時　

　

12
月
９
日
（
土
）
10
時
〜

○
場
所　

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
講
演　

・
演
題
「
内
な
る
差
別
性
を
問
う
」

　

 

〜
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
取
材
の
現
場

か
ら
〜

・
講
師　

井
上　

佳
子
氏

　

１
９
６
０
年
熊
本
県
生
ま
れ
。
熊
本

大
学
卒
業
後
、
熊
本
放
送
入
社
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
報
道
記
者
、
ラ
ジ
オ
制
作

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
、
現
在
テ
レ
ビ

制
作
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
。

　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

　

傾
聴
と
は
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
思

い
に
耳
を
傾
け
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や

感
じ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
、
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で

す
。

　

町
民
を
対
象
に
傾
聴
の
意
義
・
役

割
・
必
要
性
の
認
識
を
広
め
、「
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
礎
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

○
講
師

　
　
　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま
も
と

　
　
　

那
須
幸
氏　

　
　
　

岩
﨑
静
香
氏

○
参
加
人
数

　
　
　

 

50
人
程
度
（
町
内
の
方
で
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
め
切
り　

11
月
30
日
（
木
）

　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

保
育
園
の
園
庭
開
放

幼
光
保
育
園
（
本
園
舎
、
第
２
園
舎
）

○
日
時

　

11
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
幼
光
保
育
園
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

↑
【
18
面
に
続
く
】
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嘉
島
保
育
園

○
日
時

　

12
月
９
日
（
土
）
９
時
〜

○
場
所　

嘉
島
中
体
育
館

　

当
日
開
催
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス

会
の
見
学
が
で
き
ま
す
。　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
嘉
島
保
育
園
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

　

※
い
ず
れ
も
園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ご
存
じ
で
す
か

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
る
の
は
平
成

29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
子
ど
も
な

ど
）
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
と
き
に
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
に
は
、
領
収
証
書
や
証

明
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
11

月
上
旬
に
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
申
告
書

の
提
出
の
際
に
こ
の
証
明
書
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

そ
の
分
を
加
え
て
く
だ
さ
い
（
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

ら
れ
て
き
ま
す
）。

　
　

役
場
町
民
課
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

【
17
面
か
ら
続
く
】

↑
平成 29年度高齢者の肺炎球菌予防接種について
　対象者の方には４月に個別通知にてお知らせしております。
　対象者の方で、接種を希望される方は、個別通知を下記町内委託医療機関へ持参し、接種してください。
【対象者】

個人負担金
　2000円（町内委託医療機関で接種された場合に限る）
期間
　平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日まで
＜注意＞
※過去に高齢者の肺炎球菌予防接種を受けたことがある方
は対象外になります。
※各対象者とも、助成対象の接種機会は今回の期間中のみ
です。期間を過ぎますと助成対象での接種機会は生涯あり
ません。
問い合わせ先：嘉島町役場町民課保健係　☎ 237-2574

【町内委託医療機関】

65 歳 （昭和 27年 4月 2日 ～ 昭和 28年 4月 1日生）
70歳 （昭和 22年 4月 2日 ～ 昭和 23年 4月 1日生）
75歳 （昭和 17年 4月 2日 ～ 昭和 18年 4月 1日生）
80歳 （昭和 12年 4月 2日 ～ 昭和 13年 4月 1日生）
85歳 （昭和 ７ 年 4月 2日 ～ 昭和 ８ 年 4月 1日生）
90歳 （昭和 ２ 年 4月 2日 ～ 昭和 ３ 年 4月 1日生）
95歳 （大正 11 年 4月 2日 ～ 大正 12年 4月 1日生）
100歳 （大正 ６ 年 4月 2日 ～ 大正 ７ 年 4月 1日生）

60歳以上 65歳未満の方であって、心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方（身体障害者１級程度）

医療機関名 住所 電話番号
山地外科胃腸科医院 上島 2491 237-0003
香田整形外科 北甘木 2018 237-2811
よしむら内科・循環器科 上島 2299-1 235-7773
大串内科 鯰 2778 234-7873
たなか内科眼科 鯰 1898-3 235-7235
さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834-1 237-4133
西村病院 北甘木 2085 237-1551
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月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
な
ど

○
利
用
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
最

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
時
間
額　
　
　
　
　
　
　

７
３
７
円

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
３
５
５－
３
２
０
２

中
小
企
業
の
業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
が
千
円
未
満

の
中
小
企
業
が
、
生
産
向
上
の
た
め
の

設
備
投
資
な
ど
を
行
っ
て
、
事
業
場
内

の
最
低
賃
金
を
一
定
額
以
上
引
き
上
げ

た
場
合
、
そ
の
設
備
投
資
な
ど
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額
は
30
〜
１

２
０
円
の
五
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
助

成
率
は
常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
企
業

全
体
で
31
人
以
上
の
事
業
場
は
10
分
の

７
、
30
人
以
下
の
事
業
場
４
分
の
３
で

す
。
さ
ら
に
生
産
性
要
件
を
満
た
し
た

場
合
の
助
成
率
は
、
４
分
の
３
、
５
分

の
４
で
す
。
助
成
の
上
限
額
は
コ
ー
ス

ご
と
に
異
な
り
、
50
万
〜
２
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
３
５
２－

３
８
６
５

林
業
労
働
災
害
防
止
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

県
で
は
、
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
を

林
業
労
働
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
後
期
）
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
〜
７
月
の
県
の
林
業
労
働
災

害
発
生
件
数
は
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
が
16
件
（
う
ち
死
亡
災
害
０

件
）
で
、
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
て
６

件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
安

全
な
林
業
作
業
の
た
め
、
作
業
方
法
や

服
装
・
道
具
の
整
備
状
況
な
ど
を
点
検

し
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
作
業
の
基
本

を
順
守
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

特
に
、
伐
木
作
業
に
お
け
る
か
か
り

木
処
理
は
、
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生

し
や
す
い
作
業
で
す
。
禁
止
行
為
（
浴

び
せ
倒
し
や
か
か
っ
て
い
る
木
の
元
玉

切
り
な
ど
）
に
よ
る
処
理
は
決
し
て
行

わ
ず
、
専
門
の
道
具
や
ウ
イ
ン
チ
、
グ

ラ
ッ
プ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
、
安
全
な

方
法
で
処
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
益
城
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　

☎
２
８
２－

０
１
４
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
子
ど
も
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
地
域
の
子
ど
も
を

地
域
で
守
る
」、
こ
れ
が
最
近
の
社
会

で
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
も
年
間
数
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
人
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か

ら
守
り
、
社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す
に

は
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
た
た

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
戸
外
に
長
時
間

閉
め
出
す
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

○
放
置
や
養
育
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に

放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

↑
【
20
面
に
続
く
】
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○
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

《
虐
待
か
も
？　

と
思
っ
た
ら
通
告
す

る
！　

が
国
民
の
義
務
で
す
》

　

不
自
然
な
傷
跡
や
打
撲
に
よ
る
ア
ザ

が
あ
る
、
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
な
ど
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
、
ご
自
身
が
出

産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、
子
育
て

に
悩
む
親
が
い
た
と
き
、
た
め
ら
わ
ず

に
児
童
相
談
所
や
役
場
の
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
お

電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１いち
８はや
く９
（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

み
ん
な
で
守
ろ
う
飼
い
主
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
ペ
ッ
ト
の
命
に
責
任
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。
迷
子
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ペ
ッ
ト
に
首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け

る
、
病
気
の
予
防
を
行
う
、
飼
っ
て
い

る
動
物
が
増
え
す
ぎ
て
周
り
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を

す
る
、
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や
臭
い
、
排

せ
つ
物
な
ど
、
日
頃
か
ら
周
囲
の
方
へ

の
配
慮
を
心
掛
け
る
な
ど
、
ペ
ッ
ト
が

地
域
の
方
々
へ
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う

飼
い
主
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
お
一
人
お

一
人
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と
し

て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
年
金
定
期
便
」
や

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
ご
自
身
の
年

金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
熊
本
東
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
免
疫
力
が
低

下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
の

腫
瘍
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏

期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に

発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病

を
予
防
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
人
へ

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
一
度
は
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
は
、
採
血
だ
け
で
す
の
で
、
短

時
間
で
終
了
し
ま
す
。
熊
本
県
御
船
保

健
所
の
検
査
日
は
次
の
通
り
で
す
。

○
御
船
保
健
所
の
検
査
日
時

　

12
月
６
日
（
水
）
９
時
〜
16
時

　

12
月
14
日
（
木
）
17
時
〜
19
時

　

12
月
20
日
（
水
）
９
時
〜
16
時

　

通
常
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
毎
週
木
曜
の

９
時
か
ら
16
時
ま
で
（
第
１
木
曜
は
17

時
〜
19
時
も
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
８
日
無
料
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
相
談
相

手
で
す
。
常
設
相
談
所
ま
た
は
特
設
相

談
所
で
、
面
談
か
、
電
話
に
よ
る
人
権

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
国
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
い
う
申
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵

犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当

事
者
の
利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
委
員　

下
仲
間
１
２
９
６

・
飯
田
鋭
之
委
員　

上
島
２
６
８
８－

１

・ 

牛
嶋
た
け
子
委
員　

北
甘
木
２
１

２
４－

１

・ 

西
川
英
二
委
員　

上
六
嘉
１
０
１

１－

２
（
新
任
）

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

12
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

【
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今
回
と
次
回
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
食
品
ロ

ス
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
と
は
、「
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
」
の
こ

と
で
す
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
燃

や
す
ご
み
の
う
ち
、
最
も
多
い
の

は
「
生
ご
み
」
で
約
44
％
を
占
め
る

そ
う
で
す
。
こ
の
生
ご
み
を
詳
し
く

見
て
み
る
と
「
手
つ
か
ず
の
食
品
」

（
13
％
）、「
食
べ
残
し
」（
24
％
）、

「
調
理
く
ず
」（
63
％
）
で
、
こ
の
手

つ
か
ず
の
食
品
と
食
べ
残
し
の
合
計

37
％
が
食
品
ロ
ス
で
す
。

　

と
て
も
分
か
り
や
す
い
取
り
組
み

で
「
３
０
・
１
０
（
さ
ん
ま
る
・
い

ち
ま
る
）
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
料
理
が
残
り
が
ち
な
宴
会
や
会

合
な
ど
で
「
乾
杯
後
30
分
間
は
席
を

立
た
ず
に
料
理
を
楽
し
み
、
お
開
き

の
前
10
分
間
も
自
分
の
席
に
戻
っ
て

料
理
を
楽
し
む
」
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
京
都
市
で
は
、
食
材
を

使
い
切
る
「
使
い
キ
リ
」、
食
べ
残

し
を
し
な
い
「
食
べ
キ
リ
」、
ご
み

を
出
す
前
の
「
水
キ
リ
」
の
「
生
ご

み
３
キ
リ
運
動
」
を
食
品
ロ
ス
削
減

対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

食
材
が
も
っ
た
い
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
清
掃
工
場
の
規
模
を

縮
小
し
た
り
、
限
り
あ
る
埋
め
立
て

用
地
を
長
く
使
う
た
め
に
は
、
食
品

ロ
ス
を
含
む
家
庭
ご
み
問
題
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
食
費
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
た
ち
の

家
計
に
と
っ
て
も
、
食
品
ロ
ス
は
大

き
く
影
響
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
家
庭
で
で
き
る
食
品
ロ

ス
対
策
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
の
充
実

　
　

荒
木
町
長
が
意
向
示
す

　

嘉
島
町
の
消
費
生
活
相
談
室
は
、

上
益
城
郡
５
町
（
益
城
町
、
御
船
町
、

嘉
島
町
、
甲
佐
町
、
山
都
町
）
の
広

域
連
携
の
窓
口
で
消
費
生
活
の
専
門

相
談
員
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
安
心
・
安
全
な

消
費
生
活
を
守
り
、
さ
ら
に
は
被
害

の
未
然
防
止
と
回
復
を
徹
底
す
る
な

ど
消
費
を
巡
る
安
全
性
・
利
便
性
を

最
優
先
す
る
考
え
で
す
。
消
費
者
問

題
の
啓
発
を
強
化
す
る
一
方
、
今
後

も
継
続
し
て
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、

相
談
体
制
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

《「
食
品
ロ
ス
」
に
つい
て
考
え
る 

㊤
》

見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

無
料
相
談

　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃

金
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

支
援
と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相

談
を
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

無
料
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
ご
要
望
に

よ
り
専
門
家
の
事
業
場
へ
の
派
遣
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

熊
本
県
最
低
賃
金

　
　
　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

４
５－

１
１
２
４

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

12
月
20
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問

題
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪

徳
商
法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が

無
料
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－
３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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★朝ごはんを食べましょう。★
　朝ごはんは一日の元気の源です。
　朝目覚めた直後は、血糖値が低く、内臓や神経、脳の働きが低下した状態です。目覚め
た時にボーっとしているのは、そのせいです。こうした状態を正常に戻し、意識をしっか
りして体を目覚めさせる役割をするのが、朝食です。

・朝食は体のリズムを整える。
　朝食の一番のメリットは「体内時計の調整」です。人の体には体内時計というものがあ
り、1日 24 時間ではなく、25時間で動いているとされています。実際の時間と 1日 1
時間のずれがあります。「太陽の光」と「食事」が主にこの調整を行っているといわれてい
ます。つまり、朝食を食べることは、体のリズムを整えることにつながります。

・朝食は午前中のエネルギーを作る。
　夕食から朝食までは約半日あります。これは、他の食事の間隔に比べるととても長く、
朝はエネルギーが不足している状態と考えられます。寝ている間も脳は活動を続けている
ので、起床時の脳はエネルギーが不足している状態です。朝食で脳のエネルギー源を補給
してあげることで、脳が活発に働くことができ、午前中の仕事や活動の集中力や記憶力を
維持することができます。

・何を食べればいいの？
　朝食でごはんやパンなどを食べると、ごはんやパンに含まれている糖質（でんぷん）が
消化吸収され、ブドウ糖となり血糖値を上げてくれます。血液中のブドウ糖が脳にエネル
ギー源として届きますが、2～ 3時間で朝食の糖分は消化吸収されてしまい、血糖値が
低下してきてしまいます。そのため、朝食には糖分をきちんととることがオススメですが、
特に脳のエネルギー源を長く安定して供給するためには、糖分の種類を意識することがポ
イントとなります。糖類の中でも、砂糖（ショ糖）は血糖値の増減が激しく、脳へのエネ
ルギー供給が持続しにくいという特徴があります。一方、ごはん・パン・麺類などの主食
は、糖分がでんぷんの形で含まれているため、消化吸収がゆっくりで、血糖値の上昇も緩
やかになります。

朝食はごはんやパンを基本に、肉や魚、卵、大豆製品、乳
製品などのタンパク質、野菜も合わせてバランスの良い食
事を心がけましょう。

【嘉島町　町民課☎ 237-2574（直通）】
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平
成
30
年
嘉
島
町
成
人
式
を
左
記
の
通
り
開
き
ま
す
。

対
象
の
新
成
人
は
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
翌
10
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
町
内
在
住
者
、
町
出
身
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　

日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
曜
）
午
前
11
時
〜

　
　

会
場　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

　

な
お
、
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
事
前
に
連
絡
願

い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
町
教
育
委
員
会
☎
２
３
７－

０
０
５
８
。

　

嘉
島
町
民
会
館
は
、
現
在
、
震
災
復
旧
工
事
の
た
め
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
（
町
行
事
の
一
部
は
除
き
ま
す
）
が
、

図
書
室
は
12
月
、
ホ
ー
ル
・
会
議
室
等
は
平
成
30
年
３
月

か
ら
再
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
町
教
育
委
員
会
☎
２
３
７－

０
０
５
８
。

　嘉島町民会館「図書室」では収
蔵リストから外す図書を、利用
者の皆さんに無料で差し上げま
す。下記の通り「再利用（リユー
ス）提供本コーナー」を開設しま
す。なお、同コーナーに展示して
いる本がなくなり次第、終了とな
ります。
●期間　12月１日（金曜）～
　　　　24日（日曜）９時～17時
※休館日を除く。
●会場　町民会館図書室
●対象者　嘉島町民、町内の企業
　　　　　で働いている方

各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

11

12 日 ジョイフルスポーツかしま 2017 競技場 ９：00～ 嘉島町・嘉島町体育協会

18 土 第 45回寺原杯熊本学生野球大会 野球場 ８：00～ 寺原自動車学校　25・26日も開催

18 土 九州大学サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

18 土 熊本ルネサンスサッカー教室 競技場 13：00～ 熊本ルネサンスフットボールクラブ

19 日 第 52回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

19 日 第 40回読売トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 ９：00～ 読売・トウヤ杯親善軟式野球実行委員会23日も開催
26 日 2017第 14回スペシャルオリンピックス日本・

熊本地区大会 競技場 ９：00～ スペシャルオリンピックス日本・熊本

12

2 土 第 45回寺原杯熊本学生野球大会 野球場 ８：00～ 寺原自動車学校　3日も開催

2 土 第 20回九州女子サッカーリーグ 1部 競技場 10：00～ 九州サッカー協会

3 日 第 52回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

9 土 がんばろう熊本復興野球教室 in 嘉島 野球場 ９：00～ 熊本復興ベースボール事務局

10 日 第 12回熊本県クラブユース（U-13）サッカー大会 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

16 土 イオンモール熊本主催サッカー教室 競技場 ９：00～ イオンモール熊本

17 日 アメリカンフットボールフェスティバル in 熊本 競技場 ９：00～ 熊本市アメリカンフットボール協会

23 土 平成 29年度上益城郡サッカー新人大会 競技場 ９：00～ 上益城郡中学校体育連盟

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

10月 20日現在

嘉島町総合運動公園

嘉
島
町
成
人
式 

新
春
１
月
７
日
に

町
民
会
館　

来
年
３
月
再
オ
ー
プ
ン

差し上げます！
ぜひあなたの蔵書に
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その306〕

同和問題を知っていますか

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

「
解
決
へ
の
課
題
」　

　

本
当
に
大
切
な
こ
と
を
見
失
わ

本
当
に
大
切
な
こ
と
を
見
失
わ

な
い
で
！

な
い
で
！

○
同
和
問
題
の

　
　
　

解
決
の
た
め
に
は
…

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の

歴
史
的
発
展
過
程
で
形
づ
く
ら
れ

た
身
分
的
差
別
に
よ
り
、
今
日
に

お
い
て
も
、
同
和
地
区
に
生
ま
れ

た
、
ま
た
は
住
ん
で
い
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
、
根
拠
の
な
い
言
い

伝
え
や
偏
見
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
、

全
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
基
本
的
人
権
が
、
完
全
に

は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
重

大
な
人
権
問
題
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
正
し
く
学
ん
で
い
な
い
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
す
。
同
和
問
題

の
解
決
の
た
め
に
は
、
正
し
く
理

解
・
認
識
す
る
と
と
も
に
、
世
間

体
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
分

自
身
で
考
え
、
行
動
し
て
い
く
態

度
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
結
婚
や
就
職
の
際
に
、
出
身
地

を
理
由
に
差
別
さ
れ
る
こ
と

　

出
身
地
を
理
由
に
、
結
婚
に
反

対
し
た
り
、
就
職
の
際
の
採
用
選

考
時
に
、
本
人
の
能
力
や
適
性
と

は
関
係
の
な
い
不
適
切
な
質
問
が

行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
事
象
が

起
き
て
い
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
表

現
や
差
別
情
報
が
流
さ
れ
る
こ
と

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を

悪
用
し
た
、
同
和
地
区
を
誹
謗

（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
す
る
差
別
的
な
書

き
込
み
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
不
動
産
売
買
な
ど
に
お
け
る

｢

土
地
差
別｣

　

都
市
開
発
、
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

な
ど
に
際
し
て
、
特
定
の
地
域
に

対
す
る
差
別
調
査
が
行
わ
れ
た
り
、

不
動
産
売
買
に
お
い
て
同
和
地
区

の
物
件
が
避
け
ら
れ
た
り
す
る
状

況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
職
権
の
悪
用
な
ど
に
よ
る
戸
籍

謄
本
な
ど
の
不
正
取
得

　

一
部
の
司
法
書
士
や
行
政
書
士

な
ど
が
、
職
務
上
の
権
限
を
利
用

し
て
他
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど
を
不

正
に
取
得
す
る
と
い
っ
た
事
件
が

相
次
い
で
発
覚
し
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼
熊
本
県
部
落
差

別
事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
調
査

の
規
制
に
関
す
る
条
例
▼
熊
本
県

人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
な
ど

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

 

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

尊重される人権
日本固有の人権問題

　日本には、特定の地域の出身であることなどを理由に

して、結婚や就職において不利な扱いを受けたり、差別

的言動を受けるという問題があります。

　このような地域は「同和地区」「被差別部落」などと

呼ばれ、この日本固有の人権問題は「同和問題」と呼ば

れています。

　この問題は、日本社会の歴史的発展の過程で形づくら

れた身分的差別による差別意識が、現代社会にいまだに

残っているために起きています。この人権問題を解決し

ようという努力が長い間なされていますが、今なおなく

なっていません。

人権は誰でも保障されている

　1947（昭和22）年に施行された「日本国憲法」で

は、三大原則のひとつに基本的人権の尊重を掲げていま

す。第14条には、「すべて国民は、法の下に平等であっ

て、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政

治的、経済的又は社会的関係において、差別されない」

とあります。

　また、1948（昭和 23）年に国際連合が採択した

「世界人権宣言」にも、すべての人間は生まれながらに

して自由であり、尊厳と権利とについて平等であり、い

かなる差別もなしに法の平等な保護を受ける権利を有す

ることがうたわれています。

　人権は誰もが生まれながらに持っている権利であり、

人権が尊重される社会は、あらゆる人が生きやすい社会

です。

　同和問題解決のためには、人権を尊重し、この問題に

ついて理解を深めることが必要です。

　1947（昭和22）年５月３日に施行された日本国憲法は、基本的人権の尊

重、国民主権、平和主義を三大原則としています。

　人権については、第14条以外にも「侵すことのできない永久の権利」（第

11条）、「国政の上で、最大の尊重を必要とする」（第13条）などと定めら

れています。

（財団法人　人権教育啓発推進センター資料より）

日本国憲法
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At the English Recitation Contest, 
　　　　　Kashima Won't Lose!

　At last, the English Recitation Contest season has 
begun. Recently, I felt really inspired by being able to 
see students practicing English their hardest at the 
crack of dawn.
　What surprised me the most was the stunningly 
quick progress of the first year students, who have 
only just entered Junior High School. I think they will 
make fine role models for the grade six students.
　After mastering the intonation and pronunciation, 
with high-energy acting,we performed at the Junior  
High School's Culture Festival. And on October 17th, 
we will finally perform at the Kamimashiki-gun 
Contest. Thank you for your encouragement and 
support! 
　And to the 9 members of our team, thank you for 
working together and enjoying English. We made 
many fun memories together. As for the contest 
tomorrow　we can do it!!

英語暗唱大会　嘉島は負けんぞ！
  いよいよ英語暗唱大会のシーズンがスタートし

ました。ここ最近、朝練で精いっぱい頑張る生徒

の姿を見ることができ感激しました。

  一番ビックリしたのは、中学校に入学したばか

りにもかかわらず、急成長し、流ちょうな英語で

発表ができるようになった１年生でした。今の小

学６年生にとっては、英語を話すことに自信が持

てる素晴らしいお手本になると思いました。

  代表の生徒たちは、発音やイントネーションを

マスターし、テンション高く表現できるようにな

り、中学校の文芸発表会で発表することができま

した。そして、10 月 17 日に郡大会に出場します。

皆さんの応援よろしくお願いします！

  参加する 9人の中学生のみんな！　これまで一

緒に頑張って英語を楽しんでくれてありがとう。

みんなで一緒に楽しい思い出がたくさんできまし

た。郡の大会も頑張ろう！

（10月 16 日作成）

【付記】嘉島中勢が見事な成績を収めた上益城郡中

学生英語暗唱大会の結果は、本紙９㌻で紹介して

います。

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

英語暗唱大会へ向け〝タイギャ〟頑張らした
中学 1年生と一緒に
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垣
に
添
い
黄
色
の
彼
岸
花
咲
き
て
玄
関
先
ま
で
灯
り
つ
づ
け
り 

大
塚
シ
ズ
子

フ
ラ
ダ
ン
ス
刺
子
に
絵
画
友
は
皆
第
二
の
技
に
磨
き
入
れ
お
り 

川
原　

涼
子

塀
の
む
こ
う
に
良
か
っ
た
な
ー
と
話
す
声
台
風
そ
れ
た
朝
の
村
道 

北
澤
喜
美
子 

縁
側
の
カ
ー
テ
ン
を
ひ
く
夕
暮
れ
に
発
つ
飛
行
機
の
音
響
け
り 

工
藤　

明
子

ア
メ
リ
カ
の
皆
既
日
食
に
湧
く
人
ら
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
説
き
し
地
動
説 

栗
﨑　

房
子

し
だ
れ
咲
く
萩
は
お
寺
の
塀
こ
ゆ
る
彼
岸
ま
い
り
の
人
ら
下
行
く 

境　
　

益
代

明
日
寄
る
と
友
の
電
話
の
な
つ
か
し
く
せ
め
て
草
取
る
庭
先
だ
け
を 

津
出
ト
ヨ
子

玉
虫
を
そ
っ
と
捕
ま
え
胸
に
置
く
ブ
ロ
ー
チ
遊
び
懐
か
し
き
か
な 

冨
永　

照
代

村
ま
つ
り
笛
と
太
鼓
で
獅
子
が
舞
う
清せ

い
し
ょ
こ

正
公
さ
ん
も
牡は

な丹
ひ
ら
う
か
も 

西
岡　

幸
止

よ
か
よ
か
が
父
の
口
癖
に
な
り
に
け
り
生
き
て
戦
地
よ
り
戻
り
て
後
を 

橋
本
ユ
キ
子

青
々
と
茂
る
セ
ー
ジ
の
そ
の
奥
に
太
り
お
お
せ
て
苦
瓜
熟
る
る 

本
住　

晴
美

妹
と
は
も
り
歌
っ
た
「
里
の
秋
」
土
間
の
舞
台
に
裸
電
球 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

松田　育代 さん
（上島）

「
パ
プ
リ
カ
」

岩
下　

愛
花
さ
ん
（
嘉
島
幼
稚
園
年
中
）

下
田　

ミ
ド
リ
さ
ん
（
上
島
）
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先
の
衆
院
選
は
、
嘉
島
町
の
有
権
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
議
員
定
数
削
減
に
伴
う
小
選
挙
区
の
区

割
り
変
更
―
「
旧
４
区
」
か
ら
「
新
３
区
」
へ
の

移
行
後
、
初
の
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
立
候
補
者

の
顔
触
れ
も
様
変
わ
り
し
、
戸
惑
わ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
回
の
選
挙
が
地
方
創
生
を
一

層
推
し
進
め
て
い
く
転
機
と
な
る

と
信
じ
、
新
た
な
選
良
の
先
生
方

と
も
ど
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
震

災
被
災
者
の
恒
久
的
な
住
ま
い
確

保
、
再
建
の
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
と
同
時
に
、
わ
が
町
は

復
旧
・
復
興
か
ら
将
来
を
見
据
え

た
新
た
な
発
展
へ
と
踏
み
出
す
べ

き
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
先
駆
け
と
な
る
東
部
台
地

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
簡
易
水

道
の
基
幹
施
設
「
配
水
場
」
の
整

備
に
着
手
。
ま
た
嘉
島
東
小
で
も
放
課
後
児
童
施

設
を
核
と
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
集
っ
て

も
ら
え
る
「
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
建
設

に
取
り
掛
か
り
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
地
域
づ

く
り
の
真
っ
最
中
で
す
。

（
10
月
31
日
）

意

輪

10月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・赤い羽根伝達式
２日 ・辞令交付式、庁内常会、課長会議
 ・東海大学より来庁応対
３日 ・石川県中能登町議会視察来庁応対
 ・町史編纂準備委員会
４日 ・上京（～5日まで）
 ・熊本県土地改良事業団体連合会要望活動　
５日 ・市町村長及び市町村議会議長総務大臣表彰式
 ・文部科学省より面会応対
６日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・上島老人会定例会
 ・上益城郡議員研修会、親善スポーツ大会
８日 ・嘉島幼稚園運動会
10日 ・振り込め詐欺の被害をなくす県民の会総会
11日 ・課長会議　・熊本県公立学校施設整備期成会第

61回定期総会
 ・熊本連携中枢都市圏連絡会議
 ・国民年金基金連合会来庁応対
 ・HIヒロセ来庁応対
12日 ・熊本県国保高齢者医療課長来庁応対
 ・産業活性化センター起工式
 ・嘉島町地域福祉計画策定委員会
 ・千里殖産来庁応対
 ・熊本県町村会評議員会
 ・くまもと経済取材応対
13日 ・全国障がい者スポーツ大会熊本県、熊本市選手

団合同結団式
　 ・熊本県老人クラブ大会　・熊本県庁より熊本地

震検証インタビュー来庁応対
 ・上益城郡町長定例会議
14日 ・芝原土地区画整理審議会
 ・スペシャルオリンピックス日本「熊本地区大会」
16日 ・課長会議　・熊本市環境共生課長来庁応対
 ・みゆきの里来庁応対
 ・熊本県共同募金会来庁応対
17日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本県観光連盟理事会
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会町

村長会議
18日 ・上京（～19日まで）
 ・北海道東北地区会長事務局長会議（～19日）
19日 ・全国ため池フォーラムinくまもと
 ・上京（～21日まで）
20日 ・全国町村会正副会長会、理事会
 ・人口減少対策に関する有識者会議　
23日 ・課長会議
24日 ・上京（～27日まで）　・全国土地改良大会
25日 ・地方公共団体金融機構代表者会議
26日 ・国と地方の協議の場
 ・総務大臣と６団体の意見交換会
27日 ・長期派遣職員辞令交付式　
 ・地域包括支援センター運営協議会、介護保険事

業計画策定委員会
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会来

庁応対
28日 ・JA復興祭
31日 ・熊本県土地改良事業団体連合会要望活動
 ・緑川改修期成会要望

「活性化センター」の起工式でくわ
入れする荒木町長

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

木
村　

ア
キ
エ　

様（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

至　

様

　

渕
上　

昭
六　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

ミ
ヤ
子　

様

　

岩
永　

三
枝
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

栄
心　

様

　

小
島　

孝
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

唯
一　

様

　

岡
田　

辰
也　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

絹
代　

様

　

田
口　

ム
ツ
エ　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

清
利　

様

　

島
﨑　

洋
一　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

長
一　

様

　

野
内　

廣
美　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

ツ
ヨ
子　

様

　
　
　

10
月
19
日
現
在

　

◇
訂
正
し
ま
す　

本
紙
10
月

号
「
結
婚
た
た
え
る
町
記
念
式
典
」

で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
松

岡
京
子
さ
ん
（
下
六
嘉
）
で
し
た
。
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嘉島町の人口
平成29年 10月31日現在

（前月比）

人   口 9,224 人　

　男　　 4,482 人　

　女　　 4,742 人

世帯数　 3,437 世帯（－ 4）

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
と
思

い
き
や
、
あ
っ
と
い
う
間
に
寒
く
な

り
ま
し
た
ね
。
私
に
と
っ
て
冬
と
い

え
ば
毎
週
忘
年
会…

と
い
う
頃
も

あ
っ
た
な
ぁ
と
懐
か
し
く
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

最
近
は
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど

の
取
材
に
行
く
機
会
も
増
え
、
防
災

意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
ね
。　
（
宮
）

　

嘉
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

特
設
会
場
で
開
か
れ
て
い
る
震
災

復
興
祈
念
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
熊

本
公
演
」
は
11
月
29
日
に
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

　

連
日
、
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
雌
の

ア
ジ
ア
ゾ
ウ「
ワ
ッ
サ
ー
ナ
」ち
ゃ

ん
の
シ
ョ
ー
は
優
し
さ
と
ほ
ほ
笑

み
の
国
ラ
オ
ス
の
出
身
だ
け
に
愛

嬌
（
あ
い
き
ょ
う
）
た
っ
ぷ
り
で

「
人
気
も
う
な
ぎ
上
り
（
？
）」
と

か
。
公
演
の
問
い
合
わ
せ
は
事
務

局
☎
２
３
７
‐
０
４
０
５
。

（－ 2）

（＋ 5）

（＋ 3）

11月12日（日） 　香田整形外科（嘉島町）

  ☎２３７－２８１１

11月19日（日） 　小糸整形外科（御船町）

  ☎２８２－００５０

11月23日（木・祝） たなか内科眼科（嘉島町）

  ☎２３５－７２３５

11月26日（日） 　さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）

  ☎２３７－４１３３

12月3日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）

  ☎２３５－７７７３

12月10日（日） 　からしま小児科（嘉島町）

  ☎２３５－６３３３

愛
嬌
た
っ
ぷ
り

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

ご両親：坂本　謙さん、美穂さん（鯰）

　
　
　
沙
耶（
さ
や
）
ち
ゃ
ん

　
　

平
成
29
年
３
月
１
日
生

杉
本
　
麗
衣（
れ
い
）
ち
ゃ
ん

　
　

平
成
27
年
２
月
13
日
生

坂
本
　 

圭
（
け
い
）
く
ん

　
　

平
成
28
年
8
月
30
日
生

じぃちゃん、ばぁちゃん、大好き♪
ご両親：杉本　靖博さん、舞さん（鯰）

じぃーちゃん、ばーちゃん、これからもよろしく！


